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不
採
算
路
線
の
存
続
を
探
る

鉄
道
事
業
者
に
と
っ
て
輸
送
維
持
は
最
も
重

要
な
使
命
で
は
あ
る
が
、
社
会
構
造
の
変
化
や

沿
線
人
口
の
減
少
に
よ
る
輸
送
人
員
の
低
下
な

ど
、
事
業
者
の
自
助
努
力
だ
け
で
は
維
持
・
存

続
で
き
な
い
路
線
が
各
地
で
生
じ
て
い
る
。

近
鉄
も
、
全
線
に
わ
た
る
旅
客
数
の
減
少
に

伴
い
、
赤
字
路
線
の
対
策
に
着
手
し
た
。
最
初

に
取
り
組
ん
だ
の
が
北
勢
線
で
、
当
初
、
近
鉄

は
廃
止
を
表
明
し
た
が
、
地
元
自
治
体
や
住
民

か
ら
の
要
望
で
存
続
の
道
を
模
索
。
２
年
に
お

よ
ぶ
協
議
を
経
て
、
平
成
15
年
４
月
、
近
鉄
か

ら
三
岐
鉄
道
に
営
業
譲
渡
す
る
こ
と
で
存
続
が

決
ま
っ
た
。

ま
た
、
伊
賀
線
と
養
老
線
は
事
業
形
態
を
変

更
し
、
平
成
19
年
10
月
か
ら
「
伊
賀
鉄
道
」

「
養
老
鉄
道
」
と
し
て
運
行
し
て
い
る
。　
　

地
元
自
治
体
や
国
の
公
的
補
助
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
上
下
分
離
方
式
を
導
入

し
、
近
鉄
は
第
３
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
鉄
道

施
設
を
保
有
、
子
会
社
の
伊
賀
鉄
道
・
養
老
鉄

道
が
第
２
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
運
行
を
担
当

す
る
。
運
行
の
赤
字
は
大
半
を
近
鉄
が
補
填
す

る
が
、
地
元
自
治
体
も
一
定
の
負
担
を
す
る
こ

と
で
、
伊
賀
鉄
道
、
養
老
鉄
道
を
支
援
す
る
仕

組
み
だ
。

そ
し
て
昨
年
、「
公
有
民
営
方
式
」
で
存
続

が
決
定
し
、
平
成
27
年
春
か
ら
新
会
社
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
内

部
・
八
王
子
線
だ
。

歴
史
あ
る
路
線
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
か

内
部
線
は
近
鉄
四
日
市

－

内
部
間
５
・７
㎞
、

八
王
子
線
は
日
永

－

西
日
野
間
１・３
㎞
の
支
線

だ
。
レ
ー
ル
幅
が
７
６
２
㎜
の
特
殊
狭
軌
線

（
ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
）
で
、
こ
の
軌
間
の
路
線
は
日

本
の
鉄
道
で
は
３
カ
所
だ
け
と
い
う
貴
重
な
存

在
で
も
あ
る
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
三
重
軌
道
が
大
正
元
年

に
、
内
部
線
の
南
浜
田

－

日
永
間
、
八
王
子
線

の
日
永

－

伊
勢
八
王
子
間
を
開
業
さ
せ
た
。
昭

和
40
年
の
合
併
で
近
鉄
が
取
得
し
た
が
、
当
時

か
ら
赤
字
路
線
だ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
49
年
７
月
の
集
中
豪
雨
で
八
王
子
線
が

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
際
に
は
、
廃
止
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
元
が
存
続
を
強
く

望
み
、
昭
和
51
年
４
月
に
、
日
永

－

西
日
野
間

で
運
転
を
再
開
。
西
日
野

－

伊
勢
八
王
子
間
は

廃
止
と
な
り
、
現
在
の
形
と
な
っ
た
。

沿
線
に
は
住
宅
地
が
広
が
り
、
生
活
路
線
と

し
て
の
役
目
を
担
っ
て
い
る
が
、
昭
和
45
年
の

年
間
約
７
２
２
万
人
か
ら
輸
送
人
員
は
年
々
減

り
続
け
、
平
成
24
年
に
は
約
３
６
１
万
人
と
約

半
分
に
ま
で
減
少
し
た
。
車
の
保
有
率
が
高

く
、
現
在
の
内
部
・
八
王
子
線
は
、
通
学
に
使

う
高
校
生
や
高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の
足
を
支

え
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

平
成
元
年
、
近
鉄
が
業
務
の
合
理
化
・
効
率

化
と
し
て
最
初
に
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
切
り
替
え

た
の
も
、
こ
の
内
部
・
八
王
子
線
だ
っ
た
。
以

降
、
慢
性
的
な
赤
字
の
中
で
路
線
を
守
り
続
け

て
き
た
が
、
こ
こ
10
数
年
、
毎
年
３
億
円
程
度

の
赤
字
が
続
き
、
経
費
節
減
策
も
限
界
に
き
て

い
た
。
近
鉄
は
、
将
来
的
な
鉄
道
事
業
の
継
続

運
営
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
19
年
以

降
、
地
元
自
治
体
で
あ
る
四
日
市
市
と
存
続
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

近
鉄
は
当
初
、
線
路
跡
を
バ
ス
専
用
道
と
し

て
活
用
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
鉄
道
よ
り

も
低
廉
で
あ
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス

テ
ム
）
へ
の
転
換
を
提
案
し
て
い
た
。

し
か
し
、
地
元
住
民
の
鉄
道
存
続
を
求
め
る
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新
た
な
仕
組
み
で

不
採
算
路
線
を
存
続

５
０
８
・
１
㎞
も
の
路
線
網
を
保
有
す
る
大
手
民
鉄
と
し
て

近
鉄
が
抱
え
て
い
る
課
題
が
不
採
算
路
線
の
対
策
だ
。

こ
れ
ま
で
、
北
勢
線
を
譲
渡
、
伊
賀
線
と
養
老
線
は

事
業
形
態
変
更
で
路
線
を
存
続
さ
せ
た
。

そ
し
て
、
内う

つ
べ部
・
八
王
子
線
は
公
有
民
営
方
式
で
の
存
続
が
決
定
し
、

来
春
か
ら
新
会
社
に
よ
る
運
行
が
開
始
さ
れ
る
。

鉄
道
存
続
の
新
た
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
紹
介
す
る
。
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声
は
強
く
、
平
成
24
年
10
月
に
は
地
元
学
校
代

表
が
約
２
万
人
、
12
月
に
は
地
元
住
民
代
表
が

約
15
万
人
の
署
名
を
集
め
て
近
鉄
に
提
出
。
住

民
の
熱
意
を
受
け
て
、
近
鉄
は
四
日
市
市
に
、

鉄
道
存
続
の
唯
一
の
方
法
と
し
て
「
公
有
民
営

方
式
」
を
提
案
し
、
昨
年
、
こ
の
新
た
な
仕
組

み
を
採
用
す
る
こ
と
で
両
者
は
合
意
し
た
。

「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
法
に
基
づ

く
鉄
道
事
業
再
構
築
の
仕
組
み
を
適
用
し
て
、

全
く
新
し
い
ス
キ
ー
ム
で
存
続
計
画
を
立
案
で

き
た
」
と
鉄
道
事
業
本
部
企
画
統
括
部
の
福
嶌

博
営
業
企
画
部
長
は
語
る
。

公
有
民
営
方
式
の
上
下
分
離
を
導
入

新
ス
キ
ー
ム
は
、
四
日
市
市
が
第
３
種
鉄
道

事
業
者
と
な
り
、
鉄
道
施
設
・
車
両
の
新
設
・

更
新
や
維
持
管
理
費
用
の
負
担
を
行
う
。
運
行

を
行
う
第
２
種
鉄
道
事
業
者
は
、
近
鉄
と
四
日

市
市
が
株
主
と
な
る
新
会
社
「
四
日
市
あ
す
な

ろ
う
鉄
道
株
式
会
社
」（
平
成
26
年
３
月
27
日

設
立
）
だ
。
出
資
比
率
は
近
鉄
が
75
％
、
四
日

市
市
が
25
％
で
、
近
鉄
は
四
日
市
市
に
鉄
道
施

設
や
車
両
を
無
償
譲
渡
、
か
つ
土
地
を
無
償
貸

与
し
、
さ
ら
に
協
力
一
時
金
を
拠
出
す
る
。
四

日
市
市
は
新
会
社
に
鉄
道
施
設
・
車
両
・
土
地

を
無
償
で
使
用
さ
せ
、
新
会
社
に
赤
字
が
発
生

し
た
場
合
は
こ
れ
を
補
填
、
国
・
県
は
四
日
市

市
に
補
助
や
財
政
支
援
を
行
い
、
地
域

主
導
の
鉄
道
事
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
。沿

線
自
治
体
が
第
３
種
鉄
道
事
業
者

と
な
る
「
公
有
民
営
方
式
」
は
、
若
桜

鉄
道
、
信
楽
高
原
鐵
道
に
次
ぐ
全
国
３

例
目
と
な
る
が
、
大
手
民
鉄
の
支
線
と

し
て
は
こ
れ
が
初
の
事
例
と
な
る
。

「
運
賃
収
入
だ
け
で
鉄
道
を
運
営
す

る
と
い
う
日
本
の
鉄
道
事
業
の
あ
り
方

が
、
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

鉄
道
は
、
単
な
る
移
動
手
段
で
は
な

く
、
鉄
道
を
直
接
に
は
利
用
さ
れ
な
い
方
に

と
っ
て
も
、
多
面
的
な
役
割
を
果
た
し
、
地
域

の
活
力
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
。
採
算
の
と
れ

な
い
地
域
の
公
共
交
通
は
、
そ
の
地
域
が
主
役

と
な
っ
て
支
え
、
さ
ら
に
は
国
全
体
で
こ
れ
を

支
え
て
い
く
と
い
う
意
識
が
共
有
さ
れ
つ
つ
あ

る
よ
う
に
思
う
」
と
福
嶌
部
長
は
語
る
。

現
在
、
四
日
市
市
で
は
「
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
内

部
・
八
王
子
線
の
存
続
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

全
体
を
捉
え
た
面
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
が
進
む
は
ず
だ
。

さ
ら
に
、
有
識
者
や
住
民
な
ど
を
交
え
た

「
内
部
・
八
王
子
線
利
用
促
進
協
議
会
」
も
結

成
さ
れ
、
同
線
を
守
り
育
て
よ
う
と
い
う
動
き

も
活
発
化
し
て
い
る
。
存
続
が
決
定
し
た
鉄
道

を
守
り
育
て
て
い
く
に
は
、
ま
ず
は
地
域
の
人

た
ち
が
鉄
道
を
利
用
し
、
地
元
自
治
体
や
鉄
道

事
業
者
と
の
協
働
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
。

「
地
域
で
鉄
道
を
支
え
て
い
く
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
意
識
を
喚
起
し
、
努
力
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
地
域
が
努
力
を
続
け

る
鉄
道
は
生
き
残
っ
て
い
け
る
。
わ
れ
わ
れ
も

そ
の
た
め
に
、
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
続

け
て
い
く
」
と
福
嶌
部
長
は
鉄
道
事
業
者
と
し

て
の
思
い
を
語
っ
て
い
る
。

1新たに設立された「四日市あすなろう鉄道」によって、平成 27 年春か
ら運営されることになった内部・八王子線。23平成 19 年 10 月、事業形
態を変更させて運行を開始した「伊賀鉄道」と「養老鉄道」。

公有民営方式による新たなスキーム

鉄道施設・
車両・土地を
無償貸付

現在 平成27年春～

出資75％

出
資
25
％

四日市あすなろう鉄道株式会社
第２種鉄道事業者

四日市市
第３種鉄道事業者

近鉄
第１種

鉄道事業者

（鉄道施設・車両・土地を借り受けて運行・営業業務を行う）

（鉄道施設・車両を所有）

・鉄道施設・車両を無償譲渡
・土地を無償貸与
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日
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駅

新正駅

赤堀駅

近鉄
四日市駅

日永駅西日野駅

内部駅

南日永駅

内部線
近鉄四日市駅～内部駅間
5.7km

泊駅

追分駅

小古曽駅

中川原駅伊勢松本駅

海山道駅

南四日市駅

塩浜駅

名
古
屋
線

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

湯の山線

八王子線
日永駅～西日野駅間
1.3km
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